
剣
紗
陣
剣
自
助
韮
ハ助
の
重
要
性
学
ぶ

県
危
機
対
策
課
、
南
三
陸

町
主
催

の
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
が
十
四
日
、
同

町
役
場
会
議
室
で
開
か
れ
、

地
震
に
関
す
る
基
礎
知
識
を

は
じ
め
、
災
害
時
の
対
応
、

自
助

・
共
助
の
重
要
性
な
ど

を
学
ん
だ
。
同
町
で
は
、
二

十
二
年
度
ま
で
に
自
主
防
災

組
織
設
置
を

一
〇
〇
％
に
す

る
よ
う
取
り
組
む
な
ど
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
、
研
修
会
を
通
し

て
そ
の
大
切
さ
を
改
め
て
習

得
し
た
。

地
域
防
災
の
中
心
と
な

っ

て
実
働
す
る
住
民
、
企
業
、

行
政
担
当
者
を
対
象
に
、
基

礎
知
識
や
専
門
的
手
法
な
ど

学
ん
で
も
ら
お
う
―
と
開
催

し
た
も
の
で
、
行
政
区
、
企

業
、
養
護
施
設
関
係
者
ら
約

七
十
人
が
受
講
し
た
。

特
に
、
昭
和
三
十
五
年
の

(第二種郵便物認可)

・
　

チ
リ
地
震
津
波
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
同
町
で
は
、
政

策
の
柱
に

「
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
」
を
位
置
付
け
、

△
〓
町
挙
げ
て
の
防
災
訓
練
を
は

帥
中
礎
助
筆
柳
靭
卦
樺
液
姫
穀
旺

一養

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

呼

て
「
悔
十
年
度
ま
で
に
は
、

販

確
傾
初
諦
軸
妊
Ч
韓
売
嚇
競

弛

や
地
域
は
自
ら
で
守
る
と
い

知
晦一　　　　　　一投内

南

し
て
い
る
。

こ
の
日
は
ま
ず
、
佐
藤
仁

町
長
が

「
高
い
確
率
で
県
沖

地
震
が
や

っ
て
く
る
。
今
後

も
災
客
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

南三陸町

を
目
指
し
、
町
民
の
意
識
向

上
に
努
力
し
て
い
く
」
と
あ

い
さ

つ
。

次
い
で
、
日
本
防
災
士
会

県
支
部
の
保
田
真
理
さ
ん
が

「
地
震
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
県

沖
地
震

で
想
定
さ
れ
る
被

害
」
に
つ
い
て
講
義
し
た
。

保
田
さ
ん
は
、
大
き
な
地

震
は
繰
り
返
す
１
と
し
、
①

長
期
的
に
見
る
と
地
震
は
同

一
個
所
で
何
度
も
繰
り
返
し

て
発
生
②
活
断
層
地
震
は
発

生
周
期
が
非
常
に
長
く
、
予

測
が
つ
か
な
い
③
人
の
歴
史

よ
り
、
地
球
の
歴
史
が
は
る

か
に
長
い

（人
間
の
経
験
の

及
ば
な
い
過
去
に
も
大
災
害

は
繰
り
返
し
て
発
生
）

―
と

指
摘
し
た
。

県
沖
地
震
の
想
定
さ
れ
る

被
害
と
し
て
、
単
独

（海
洋

型
）
で
は
建
築
物
の
全
壊

・

大
破
棟
数
は
五
千
四
百
九
十

六
棟
、
半
壊

・
中
破
棟
数
は

三
万
八
千
七
百

一
棟
。
死
者

数
は
九
十
六
人
、
負
傷
者
四

千
十
四
人
。

一
方
、
連
動
で
は
七
千
五

百
九
十
五
棟
が
全
壊
し
、
五

万
八
百
九
十
六
棟
が
半
壊
。

死
者
は
百
六
十
四
人
に
達

し
、
負
傷
者
は
六
千
百
七
十

人
に
も
上
る
―
と
し
た
。

長
町
―
利
府
線
断
層
帯
地

震

（内
陸
直
下
）

に
な
る

と
、
全
壊
は

一
万
五
千
二
百

五
十

一
棟
、
死
者
は
六
百
二

十
人
で
、
負
傷
者
は

一
万
千

二
人
に
も
及
ぶ
―
な
ど
と
被

害
想
定
し
た
。

そ
の
上
で
、
自
ら
の
命
を

守
る

「
自
助
」
、
地
域
社
会

が
協
力
し
て
お
互
い
を
守
る

「
共
助
」
、
行
政
が
震
災
対
策

を
実
施
す
る

「
公
助
」
の
重

要
性
を
訴
え
た
。

こ
の
あ
と
、
同
支
部
の
高

坂

一
憲
さ
ん
の

「
地
震
に
備

え
た
防
災
手
法
」
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
み
や
ぎ
災
害
救
助
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
伊
藤

信

一
さ
ん
の

「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
の
あ
と
、
同
支
部

の
高
橋
則
雄
さ
ん
が
災
害
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
簡
易
な
図
上

で
の
訓
練
実
習
を
行

っ
た
。

南三陸町

地
域
に
根
ざ
し
た
郵
便
局
を

県
東
部
局
長
会
が
総
会

県
東
部
郵
便
局
長
会

（佐

藤
源

一
郎
会
長
）
の
総
会
が

十
四
日
、
南
三
陸
ホ
テ
ル
観

洋
で
開
か
れ
、
二
十

一
年
度

事
業
計
画

・
予
算
を
決
め
る

と
と
も
に
、
今
後
も
地
域
に

根
ざ
し
た
郵
便
局
づ
く
り
に

向
け
て
結
束
す
る
こ
と
を

誓

っ
た
。

石
巻
、
気
仙
沼
、
登
米
、

南
三
陸
、
本
音
各
市
町
の
郵

便
局
長
で
組
織
す
る
同
会
で

は
、

公
園

へ
の
植
樹
や
国

道
、
養
護
施
設
で
の
清
掃
、

支
援
物
資
の
贈
呈
な
ど
環
境

美
化
や
社
会
福
祉
に
貢
献
。△蚕

解
散
を
訴
え
た
。

張
　
ま
た
、
佐
藤
仁
阿
長
が
Ａ

順
Ｅ
Ｄ
の
寄
贈
に
感
謝
す
る
と

鞭
と
も
に
、
「地
域
と
係
わ
り

停
中「れ蝉甥豪艇約家ｍ悦

岬
の兼韓束離ォ抱抑軸陣諜

睦
言てＤｕ量ＤＬ究＼＞雲Ｌ

今
月
九
日
に
は
、
南
三
陸
町

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
贈
り
、
喜
ば
れ

て
い
る
。

総
会
で
は
、
佐
藤
会
長
が

「
地
域
に
根
ざ
し
、
貢
献
で

き
る
郵
便
局
に
向
け
、
結
束

し
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ

つ
。
次
い
で
、
祝
辞
で
は
安

住
淳
代
議
士
が
瞑
想
す
る
国

会
情
勢
や
郵
政
民
営
化
に
対

す
る
麻
生
総
理
の
発
言
な
ど

を
踏
ま
え
、
衆
議
院
の
早
期

襲 t・r弱

車
内

い

っ
ぱ

い
懐

ぅ

館離
「歌
声
列
車
」で
ヤ

三
陸
鉄
道
の
支
援
事
業
を

行

っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢

ネ

ッ
ト
大
船
演

（岩
城
恭
治

理
事
長
）
は
先
日
、
盛
―
釜

石
間
で
レ
ト
ロ
車
両
に
よ
る

「
歌
声
列
車
」
を
運
行
。
定

員
四
十
人
を
超
え
る
参
加
者

で
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
。

昨
年
の
お
座
敷
列
車
で
の

詩
吟
、
謡
曲
、
民
謡
の
披
露

列
車
に
続
く
企
画
で
、
岩
城

理
事
長
が

「
沿
線
住
民
の
足

で
あ
る
三
陸
鉄
道
の
経
営
を

み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ

祈

っ
た
。

こ
の
あ

歌
詞
集
存

の
開
演
。

雨
」
な
だ

し
た
の
だ

披
露
さ
れ

″
歌
声
陛

な

っ
た
。

途
中
、

弁
当
と
タ

積
み
込
ま

陸
町
特
辞

サ
ー
ビ
ス


